
鉄平は、代々金属加工を営む町工場の三代目として生まれた。
幼少期から父の手伝いで旋盤や溶接に触れ、金属の冷たさと
職人の温かさを学んで育った。だが、高校卒業後、町は過疎
化と外国製品の波に押されて廃業寸前。鉄平は、地元の技術
を守るため、一念発起して

リネットウーマン


　～建物を、芯から強く～
本名：梁川（やながわ）美咲

出身：神奈川県横浜市生まれ

港町の古い建物と新しい高層ビルが並ぶ景色の中で育つ。

横浜赤レンガ倉庫の重厚な煉瓦を眺めながら、

「古いのに、どうしてこんなに強いんだろう。」と不思議に思う少女だった。

父は大工職人、母は整理収納が得意な几帳面タイプ。工具の匂いと、奇麗に

整った空間の両方を知って育つ。小学生の頃、父の現場で初めて“梁（はり）”

を見上げたとき、こう言った。「見えないところが、一番大事なんだね。」

高校生のとき、祖母の家が老朽化で解体予定に。業者の言葉は

「もう持ちませんね。」しかし彼女は諦めなかった。

図書館で構造の本を読み漁り、独学で構造計算が出来るまでに。

その後その業者に質問攻めを行った。結果、全面解体ではなく、梁と柱を

活かした耐震補強リフォームを実施。完成後、祖母は涙ながらに言った。

「この梁、残してくれてありがとう。」


その瞬間、彼女の進路は決まった。壊すのではなく、支える仕事をする。

美咲は心に誓った。設計も現場もこなす実務派。

構造を見抜く目、無駄を削る判断力、住む人、使う人の想いを残すバランス感覚。

派手ではない。でも、確実に建物を支える。

まさに“梁”のような存在。それが、リネットウーマン、梁川美咲である。
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